
令和 7年度 第 1回 リーダー職員研修会 

日時：令和 7年 12月 10日（金）10：00～16：00 

場所：白梅の杜 あつまろう家 

司会・進行 岩井局長 

 

研修 1「水俣病問題について」 

講話：一般社団法人水俣病を語り継ぐ会 理事 吉永 利夫氏 

水俣病を語り継ぐ会は、代表理事・理事、そして約 30名の会員からな

る小さな会です。 

私は静岡の生まれですが、20歳の時、鹿児島にいた同級生を訪ねて初め

て水俣を訪れました。  その際、チッソの正門前に座り込みのテント

があり、そこで 1週間ほど寝泊まりさせてもらったことがきっかけで、

水俣に住むようになりました。 

私は長く水俣病の問題に関わってきましたが、福祉の分野については分

からないことも多く、自分の考え方は偏っているかもしれないと感じて

います。 東京・大阪・福岡など、遠方から応援してくださる方々は、

さらに偏ったイメージを持っているのではないかとも思います。 

宇城市やトライの「水俣病」の取り扱いで「遺伝してしまう」と記載された件も、「この病気は大変

だ」という思いからだったのでしょう。しかし、市民から「水俣病は感染症ではない」と指摘され、

対応に苦慮したと聞きました。 

この出来事以来、資料館で小学生や先生方に講話をする際には、語り部同士で「正しく伝えなければ

ならない」と話し合っています。 

チッソは、空気中から窒素を取り出し、リン酸とカリを混ぜて肥料を作る会社でした。創設者の野口

遵氏は電気技師で、伊佐市には明治期に建てられた発電所跡も残っています。 

 

モノクロ写真や劇症患者の姿だけを見ると、それが「水俣」「水俣病」だと思い込んでしまう人も多

いのですが、天気の良い日に水俣湾へ案内すると、その美しさに驚かれる方が少なくありません。 

水俣といえば灰色のイメージが知らないうちに植え付けられているのだと感じます。 

アセトアルデヒドはプラスチックの原料で、昭和 7年から製造されていて、おそらくその頃からメチ

ル水銀が海に流れていたと思うが、当時は海への廃棄物投棄を禁じる法律がなく、チッソは「違法で

はない」と主張していました。 

他の企業でも同様のことが行われていましたが、チッソは排水中の水銀量が非常に多く、閉鎖的な水

俣湾の環境も重なって水俣病が発生したと考えられています。 

メチル水銀が水俣病を引き起こすのは、魚を食べた際に体内でシステインというアミノ酸と結びつ

き、必須アミノ酸に似た形になってしまうため、身体が「安全なもの」と誤認して吸収してしまうか

らです。 

水俣病には「発生の責任」「拡大の責任」「補償救済の遅れ」という 3つの責任があると言われていま

す。 

九州の田舎で人が亡くなっていることは分かっていたものの、工場を止めれば日本中の化学工場に影



響が出るため、「多少の犠牲は仕方ない」という考えがあったように思います。 

「うつる」と言われ差別されたという話もあります。しかし、コロナを経験した今、当時の状況を考

えると「本当に差別だったのか」と考えることもあります。 

家族や親戚、近所で発症したため「うつる」と思うのは自然な反応でもあり、口を押さえて家の前を

通る人も自己防衛だったと思うが、嫌な思い、悔しい思いをしたことは確かだし、胎児性患者さんの

中には、歩き方を真似されて悔しい思いをした方もいます。 

 

半年ほど経つと、水俣湾の魚介類が原因だと分かってきました。熊本県は厚生大臣に食品衛生法に基

づき「魚を捕るな、売るな」という措置を求めましたが、「どの魚が汚染されているか分からない」

という理由で規制されず、人々はそのまま魚を捕り、食べ続けました。 

 

水俣病の認定申請も簡単ではありませんでした。医師が診断書に病名を書いても認められず、知事に

申請し、知事が選んだ医師の検診で「間違いない」と判断されて初めて認定される仕組みで、自ら申

請する人は多くありませんでした。 

 

今日のテーマの一つである「水俣病は嫌がられている」という点について。 

それは「怖い・辛い・悲しい」というイメージが強いこと、そして病名に地名が入っているため「あ

の水俣」と言われるのではないかという不安があるからだと思う。 

実際、申請すると名前が公になることを恥ずかしいと感じたり、チッソとの関係を考えたり、実際に

結婚が破談になった例もあります。 

そんなに悪意を持って「あの水俣」と言う人は多くないと思うので、言われた時に、言い返せる言葉

を持っておくことも大切です。 

 

子供達に話をする時に、この場所は、多くの命が失われた場所なので「命について考えて欲しい」と

伝えています。  

また、「勇気を持つことの大切さ」についても強調している。 

自分の意見を口にすることは、誰にとっても最初は怖い。しかも、チッソという大企業を相手に声を

上げることはとても勇気が必要だったと思う。  

言うべきことを言うには勇気が必要であり、その勇気が社会を動かす力になると伝えている。 

さらに、「関係性を大切にしてほしい」という点も重要なメッセージとして挙げている。 

水俣病は、汚れた排水を海に捨てた先に、漁をする人、暮らす人がいるという「つながり」を見失っ

たことが背景にある。人と人との関係を軽視した結果として起きた出来事であり、その教訓を忘れて

はならないと語っている。 

小学生への講話では、まずは身近な同級生や隣にいる友達を大切にすることから始めてほしいと伝え

ている。 

 

 

 

 

 



研修 2「リーダー職員研修会」 

（あなたの一歩がチームを変える～戦略的リーダー養成研修）PART1 

講師：ＮＰＯ法人 美里在宅支援事業所 代表取締役 一川 大輔氏 

今日のゴール 

「リーダーとは何か、チームとは何かを理解し、自分にできることを考えて実行につなげる。 

そして、明日からの現場で活かせる“ひとつ”を見つける。」 

研修会に入る前に自己紹介を兼ねて芦北町青年商工会の紹介を… 

芦北町商工会青年部は、45歳以下の事業所代表者が集まり構成されている。 

それぞれが自分の事業所ではリーダーであり、意思決定者

でもある。しかし、商工会という“ひとつのチーム”とし

て考えたとき、全員が同じようにリーダーとして振る舞う

と、方向性が揃わず、まとまりを欠く可能性がある。 

私自身も「美里在宅支援事業所 代表取締役」という立場

を持ちながら、商工会では「副部長」という役割を担って

いる。上には筆頭副部長と部長が存在し、その中で自分の

立ち位置を理解し、チームとしてどう動くべきかを常に意

識している。 

 

アイスブレイクを実施 

個人ワーク：自分の役割・強み・課題を整理する 

グループワーク：自己紹介・他己紹介を通して、互いの視点や価値観を共有する 

一人では解決できない課題も、他者と一緒に考えることで解決の糸口が見えることを体感する 

今日の研修会が特に意義深いのは、このネットワークがなぜ医療・介護技術者向けの研修を実施

しているのかという点にあります。                           

ネットワークのホームページには「誰もが安心して暮らせる地域を目指す」という大きな目標が

掲げられており、その実現のために、ネットワークとして何ができるのか、現場にとって本当に

必要な研修は何かを検討した結果、この場が設けられています。  

本来であれば、それぞれの事業所が試行錯誤しながら取り組むべき内容かもしれません。しか

し、今日のように職種や事業所の枠を越えて学び合える場は非常に貴重であり、また、この場に

職員を送り出してくださる各事業所にも感謝の気持ちを忘れてはならないと思います。 

 また、リーダーと新人職員では求められる役割や視点が異なるため、4月には新任職員向けの研

修会を実施し、今回はリーダー向けの研修会として分けて開催。 

そもそも、「リーダーとは？」「チームとは？」文字にすると難しい             

技術や経験年数があるからといって、いいリーダーになるとは限らない          

「チーム」「部署」に育てていく仕組みがない場合は作っていかないといけないと思う。 

サブタイトルに「戦略」のワード…戦略とは、理想と現実のギャップを埋めるために、何をしていくの

か、計画していくのかといった視点を含んでいる。 



そのために、理解しておくことが必要なのが、「リーダーとは」「チームとは」、そして何が大事で何が

必要なのか？ それが出来た先に何があるのか、そういう前提が間違うと方向性・たどり着く先が変わ

ってくる。 

「知る」知識、本当の意味で「分かる」、実際試すという流れが習慣化するといい 

チームが変わらない・あの人が変わらない、ということを人のせいにしていないか？ 上手くいかない

のはリーダーの力不足と捉えないと変わらない。 

相手をかえるのではなく、自分が変わることが必要。 

個人ワーク…リーダーとは？ チームとは？書き出してみる。 

研修 3「リーダー職員研修会」 

（あなたの一歩がチームを変える～戦略的リーダー養成研修）PART 2   

講師：ＮＰＯ法人 美里在宅支援事業所 代表取締役 一川 大輔氏 

午前中で一番伝えたかったことは、「自分のあり方から変えていこう」ということ。 

まず個人ワークとして、「リーダーとは？」「チームとは？」 

この二つを書き出し、グループでシェアするところから始めました。 

グループごとに進め方は違っていましたが、それは実際の現場でも同じこと。 

大切なのは、きちんと話ができたかどうか。 

そしてもう一つ大事なのが、「空気」。 

対話を重ね、自分たちの意見を擦り合わせていく中で、どれだけ“共通言語”を持てるかが、良いチ

ームかどうかを判断する材料になる。 

共通言語は、たくさん話さなければ生まれませんし、お互いが何を大事にしているのかも、対話を通

して初めて見えてきます。 

また、それぞれに得意分野があるからこそ、「分からないから教えて」と言えることも大切。 

   チームに必要な考え方 

■相互依存 お互いに依存し合い、それぞれの役割を果たすこと。 

■役割分担 各メンバーが自分のスキルや経験を活かせる役割を担い、チームに貢献すること。 

■役割の成長段階  

新人職員：仕事を適切に、効率よく行い成果を出す 

3～4年目：仕事のやり方の見本を示し、後輩に教えながら成果を出す 

リーダー的立場：新たな仕事をつくり、段取りを考え、チームとして成果を出す 

プレーヤーだけではチームは動きません。 

それぞれの役割について、共通言語を持つことがとても重要。 

チームがあり、機能させていくために役割がある 

組織の一員として、目指すべきところがあり、そこに向かってチーム・組織・会社を作っている 

目指すべきもの→企業理念・事業の目標にあたる 

 

所属している会社・事業所・法人は、どういう経緯でスタートしたか、どんな歴史を辿って来たのか

を、みんなが説明できるチームは「強い」→まずは自分から確認する 

 

自事業所の組織体制図、理念を書いてみる→他の人が書いた体制図・理念を見てみる 

大きな事業所になればなるほど、仕組み作りが大事。 

※あけぼの苑・光明童園・白梅福祉会の体制図について説明して頂く。 

なぜ、理念や事業目標が大事なのか…チーム・組織である以上共通する目的がないと一緒にやる意味

がなくなり、それぞれが違うことをしてしまうので、共通言語として必要。 



ディズニーランド・パタゴニア・無印良品の企業理念の紹介 

理念の話をする時によく出てくるのが、「リッツカールトンホテル」 

理念を掲げ、浸透している状態が出来上がっている。理念に基づいて、サービスを考えていなかない

といけないと考えている。 

以上 

 

 

 

 


